
δ
　
真
珠
巷
ヲ
本
山
と
セ
し
が
、
今

ハ
城
州
綴
喜
郡
薪
村
酬
恩
巷
ヲ
本
山

．
　
と
す
る
と
也
、
猶
亦
、
自
然
位
牌
の
裏
杯

二
御
名
前
ど
も

ハ
無
之
哉
、

其
外
訳
書
な
と

ハ
無
之
哉
、
過
去
帳
等

二
も
記
し
有
之
哉
と
尋
遣
セ

し
処
、
表

二
法
名
相
記
し
一暴
二
年
月
日
記
し
有
之
の
ミ
に
て
、
外

ニ

俗
名
等
記
無
之
、
寮
舎
過
去
帳
に
も
年
月
日
記
有
之
、
外
に
訳
書

ハ

無
之
旨
震
首
坐
″
申
越
、
右
牌
名

ハ
真
珠
巷
内
滴
凍
軒
と
云
祠
堂

ニ

記
有
之
、
本
坊

二
位
牌
有
之
、
滴
凍
軒

ハ
則
宗
富
か
居
住
セ
し
所
に

て
、
本
坊
真
珠
巷

ハ
古
昔

ハ
通
仙
院

。
東
雲
院

・
滴
凍
軒

。
梅
屋
軒

の
四
軒
よ
り
輪
番

二
致
居
、
四
ヶ
寺
臓
真
珠
庵
境
内

二
有
之
、
往
古

ハ
真
珠
巷

・
薪
酬
恩
庵

・
住
吉
床
薬
巷

。
江
州
少
林
寺
、
右
四
ヶ
寺

互

二
輪
番

二
護
寺
い
た
し
候
事
の
由
也

時
御
次
の
間
に
詰
給
ふ
、
梁
日
弟
河
内
守
前
廉
よ
り
御
児
小
性
に
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一
　

　

一

森
家
先
代
実
録
巻
第
五

日
　
録

下
忠
政
君
慶
長
十
九
年
迄
之
御
事
実

森
家
先
代
実
録
巻
第
五

忠
政
君
　
始
　
長
重
　
　
又

・
一
重

　

忠
重
に

御
幼
名
　
千
丸
　
　
御
官
名
　
右
近
大
夫
　
　
美
作
守

元
亀
元
庚
午
年
於
金
山
生
レ
給
ふ

天
正
十
壬
午
年
悧
動
春
、
初
て
信
長
公

へ
御
奉
公
に
出
給
ひ
、
或

て
相
詰
し
が
、
千
丸
君
の
初
心
の
御
姿
ヲ
事
お
か
し
く
や
思
ひ
け

ん
、
ざ
れ
か
ゝ
り
御
顔
フ
撫
な
か
ら
信
長
公
の
御
前

へ
出
し
ヲ
、

千
丸
君
其
儘
追
詰
、
彼
人
の
頭
ヲ
扇
子
フ
以
て
ニ
ツ
打
給
ふ
、
信

長
公
上
覧
有
て
、
千
め

ハ
中
々
側
廻
リ

ニ
仕
る
ヽ
奴
に
て
な
し
、

母
か
方

へ
戻

セ
と
の
上
意
に
て
本
能
寺
の
御
供

二
は
づ
れ
、
不
慮

に
御
命
遁
さ
セ
給
ふ

一
同
年
六
月
二
日
、
於
京
都
、
信
長
公
御
父
子

丼
蘭

丸
君

・
坊
丸

君

・
力
丸
君

・
伴
正
林

・
伴
太
郎
左
衛
門
等
討
死
の
よ
し
、
同
三

日
辰
刻
伴
氏
か
家
来
共
江
州
甲
賀

へ
罷
帰
斯
と
告
る
、
其
節
、
長

可
君

ハ
川
中
島

二
御
在
城
、
其
比
御
母
公
妙
向
様
と
千
丸
君

ハ
、

為
人
質
安
上
に
被
成
御
座
し
か
、
伴
右
衛
門
尉
麟
耐
惟
安

ハ
、
前

か
た
可
成
君

・
長
可
君
分
ケ
て
御
ロ
ヲ
掛
ら
れ
候
故
、
此
節
御
両

人

ハ
哄
十
方
に
く
れ
給

ハ
ん
と
て
、
甲
賀
の

一
族
フ
語
ら
ひ
、
同

四
日
、
日
野
越
の
間
道
フ越
師御酬相勘政
駄半へ硼隅
Υ
蜘鮒
触沖

麟節
囃幽即
艇
へ気躍知
夕、へ徹
酬安
土
へ行
、
妙
向
様
。千
丸
君
フ

守
り
奉
り
、
同
五
日
甲
賀

へ
帰
り
、
則
右
衛
門
尉
か
宅
へ
移
し
奉
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右
近

二
今
度
川
中
島
被
遣
候
事
、
家
康
公
御
差
図
に
て

一
段
御
心

易
、
御
普
代
同
前

二
被
思
召
候
条
罷
帰
申
聞
セ
よ
と
、
御
直
の
上

意
に
て
御
腰
物
拝
領
す
、
其
節
林
長
兵
衛
よ
り
外

二
誰
も
御
前
江

被
召
出
、
御
直
之
上
意
井
御
道
具
拝
領
之
も
の
壱
人
も
無
之
と
か

や
一
同
年
二
月
吐
旬
ヽ
海
津
城
引
渡
有
て
御
入
城
の
節
、
井
戸
宇
右
衛

門
、
各
務
兵
庫

二
向
て
云
け
る

ハ
、
天
晴
此
城

二
籠
ら

ハ
、
凡
五

ヶ
国
拾
ヶ
国
寄
来
る
共
落
城
す

へ
き

二
非
ス
と
云
、
各
務
か
云
、

中
々
悪
キ
挨
拶
也
、
恐
ら
く
此
馬
出
よ
り
鍬
状
勅
絆
鴻
刻
な
数
万
騎

ラ
操
出
し
、
近
国

・
他
国
切
随

へ
幕
下

ニ
セ
ん
と
申
さ
れ
か
し
と

有
け
れ

ハ
、
流
石
の
井
戸
も
閉
回
す
、
抑
此
城

ハ
、
武
田
の
家
臣

小
幡
山
城
守
縄
張
に
て
酬
馴
楓
卵
は
わ
師
い
ざ
桶
麒
岬
妊
縮
齢
胡
嘲
也

（朱
書
ヽ
柵
」

角
辻
丸
馬
出
井
虎
口

・
立
虎
口
三
軒
之
垣

二
策
ヲ
付
、
大
曲
輪
内

外
斜
之
升
形

・
袖
之
升
形

∫
坪
升
形

・
隠
曲
輪

・
横
曲
輪

・
武
者

溜

・
着
到
櫓

・
見
切
櫓

・
打
払
引
橋

・
踊
橋

・
廊
下
橋

・
折
壁

・

矢
狭
間

・
葬
落

・
重
坂

・
相
坂

・
三
段
雁
木

・
武
者
走

・
犬
走

・

水
の
手
等
迄
、
秘
術
ヲ
尽
た
る
城
取
也
、
扱
此
節
、
春
日
周
防
も

致
病
死
候
故
、
其
親
類

一
在
所
ヲ
礫

二
被
成
御
懸
候
、
其
節
信
州

ハ
無
人
の
国
な
れ

ハ
、
徒
党
の
も
の
不
残
御
成
敗
に
て
ハ
亡
所
致

へ
し
と
の
風
聞
故
、
忠
政
君
御
郡
廻
被
成
候
前

二
礫

二
懸
ケ
入
御

覧
、
御
成
敗
被
成
候
分
に
て
、
御
通
の
跡
に
て
悉
命
御
助
ケ
可
被

成
と
下
劣
の
も
の
申
な
す
、
左
候

ヘ
ハ
一
日
礫
に
懸
り
て
も
如
何

と
て
、
日
雇
ヱ
雇
ひ
礫
の
名
代

二
懸
り
け
る
か
、
米
壱
石
の
日
用

に
て
懸
る
者
も
ア
リ
、
又

ハ
七

・
八
斗
に
て
懸
る
者
も
有
之
、
壱

石
出
さ
ん
よ
り
自
身

二
懸
覧
ト
テ
、
身
ヲ
持
た
る
者
の
内

二
も
自

身

二
懸
る
も
有
之
由
、
海
津
の
乾
の
方

二
当
り
、
鳥
井
坂
よ
り
な

し
か
池
の
左
、
水
の
岨
迄
弐
拾
丁
余
リ

ニ
礫
ヲ
懸
並

へ
て
置
た
り
、

然
る
所

へ
忠
政
君
追
付
御
通
、
と
前
走
り
の
者
参
る
と
い
な
や
、

大
身
の
鑓
ヲ
以
片
端
よ
り
突
て
通
る
、
其
時
礫
木
の
上
よ
り
、
日

用
也
と
口
々
二
断
申
た
る
と
也
、
百
々
瀬
加
兵
衛

・
三
溝
三
右
衛

門
両
人
共

二
信
州
彼
辺
の
地
侍
な
り
し
か
、
当
家

へ
召
出
さ
れ
右

の
咄
度
々
云
た
る
由
也

共
比
男
子
六
歳

二
な
る
フ
壱
人
、
御
竹
様
養
ひ
給
ふ
て
其
名

フ
又
左
衛
門
と
云
、
大
膳
亮
重
政
君
御
草
履
取

二
遣
れ
し
に
、
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柵蹴鶴
職ぼ
馴峰
地御ノ、難師
郵降植々
奪槙
滉依
之
彼
又
左
衛
門
ハ

久
米
南
郡
中
島
村
江
引
籠
百
姓
し
て
居

た
り
し
か
、
同
郡

北
村
の
平
井
と
公
事
ヲ
取
結
ひ
、
寛
永
十
六
己
卯
六
月
三
日

二
、
長
法
寺
河
原
に
て

一
家
不
残
断
罪
、
誠
奇
妙
成
る
事
云

一ム

一
忠
政
君
川
中
島

へ
御
移
の
節
、
秀
忠
公
の
御
書

去
ル
十
五
日
其
許
御
移
之
由
珍
重
存
候
、
万
事
可
為
御
取
紛

候
所
、
早
速
御
飛
脚
祝
着
不
斜
侯
、
先
書
如
申
候
程
近
候
間

可
申
承
与
存
、
本
望
之
至
候
、
猶
期
後
音
之
時
候
条
令
省
略

候
、
恐
々
謹
言

江
戸
中
納
言

四
月
二
日

秀
忠
　
御
判

羽
柴
右
近
大
夫
殿御
返
報

省
々
其
元
御
有
付
候
哉
承
度
存
候
、
誠
久
敷
不
懸

其
元
御
移

二
付
而
、
以
使
者
申
入
候
、
働
為
御
祝
儀
太
刀

一

御
印
、
御
床
敷
存
侯
、

腰

・
金
子
百
枚
井
鉄
砲
百
一
万
事
期
後
音
時
候
　
　
．．　
●
●
一

丁
令
進
入
候
、
先
書
如
申
入
候
程

近
御
さ
候
間
、
切

々
可
申
談
与
存
満
足
不
過
之
候
、
猶
口
上

申
含
候
間
令
省
略
候
、
恐
々
謹
言

四
月
六
日
　
　
秀
忠
　
御
判

御
折
昏
御
書
二
γ
切
封
御
上
書
ニ

表
羽
右
析
　
　
　
　
　
　
一号
一

駈
様

江
戸
中
納
言

（
々
御
中

秀
忠

一
慶
長
五
庚
子
年
八
月
中
旬
、
家
康
公
上
杉
景
勝
為
御
退
治
御
進
発

之
節
、
右
近
大
夫
君
御
供
被
成
候

聞
伝
記
云
、
慶
長
五
庚
子
年
七
月
十
九
日
、
会
津
景
勝
依
逆

心
、
為
御
退
治
家
康
公
御
進
発
、
御
先
陣
江
戸
中
納
言
秀
忠

公
、
相
随
ふ
人
々
ニ
ハ

結
城
宰
相
秀
康
公
　
御

△
［
　

弟

松

平

下

野

守

羽

柴

藤

三

郎

　

皆

川

山

城

守

成
田
右
衛
門
尉

真

田
伊

豆

守

　

松

平

飛

騨

守

松

平

下

総

守

榊
原
式
部
太
輔
　
　
井
伊
兵
部
少
輔

本
多
中
務
太
輔

日
根
野
徳
太
郎

　

石

川

玄

蕃

頭

森
　
右
近
大
夫



仙
石
越
前
守
　
　
　
多
賀
谷
左
近
　
　
　
水
谷
右
京
大
夫

山
川
式
部
太
輔

都
合
六
万
九
千
三
百
六
拾
騎

先
手

ハ
佐
久
山
太
田
原

二
陣
ヲ
取

ハ
、
後
陣
の
勢

ハ
古
河
栗

橋

一
邊
嵯
ゲ
か
へ
て
有
之
、
七
月
十

一
日
、
内
府
公
御
馬
を

被
出
、
四
日
路
先
手
小
山

二
至
而
御
参
陣
、
然
る
所

二
天
下

徒
党

一
統

二
与
／
、
秀
頼
公
之
被
補
御
敵
之
由
如
挽
櫛
歯
注

進
有
之
、
於
其
儀

ハ
、
会
津

ヘ
ハ
結
城
宰
相
秀
康
公
為
大
将

数
万
騎
ヲ
率
し
被
指
向
、
所
々
仕
置
等
被
仰
付
、
内
府
公

ハ

御
上
洛
有
テ
、
逆
徒
等
悉
御
退
治
可
有
旨
被
仰
含
、
山
城
宮

内
少
輔
被
差
上
、
江
戸

二
至
て
被
納
御
馬
、
秀
忠
公
宇
都
宮

迄
御
進
発
之
所
、
会
津
表
不
余
猛
郡

へ
そ
同
陣
与
被
仰
出
、

御
上
洛
と
夜
フ
日
に
継
て
急
セ
ら
れ
候
也
、
然
而
真
田
安
房

守
括
逆
心
、
従
上
州
犬
伏
之
町
引
返
シ
、
信
濃
国
小
県
郡
伊

勢
崎
之
城

二
楯
籠
之
由
、
達
上
聞
之
条
火
急

二
可
討
果
旨
被

立
検
使
、
是
則
不
捨
両
葉
用
斧
何
謂
軟
、
御
供
衆

水
林
　
右
近
大
夫
　
　
直
（
田

伊

豆
守
　
仙

石

越

前

守

榊
原
式
部
大
夫
　
　
大
久
保
相
模
守
　
酒
井
右
兵
衛
大
夫

日
根
野
築
後
守

　

石

川

玄

蕃

頭
　
本

多

佐

渡

守

都
合
三
万
八
千
七
拾
騎

其
節
上
方

二
而
ハ
石
田
治
部
少
輔
三
成
企
謀
坂
、
秀
頼
公
の

仰
と
て
色
々
忠
政
君
ヲ
招
け
れ
共
、
曾
て
無
御
承
引
、
御
返

事

ニ
ハ
当
初
三
左
衛
門
可
成
鉾
先
の
武
功
フ
以
、
信
長
公
よ

り
於
濃
州
金
山
七
万
石
フ
賜
り
、
其
後
武
蔵
守
長
可
忠
功
フ

以
、
信
州
川
中
島
四
郡
加
増
之
所
、
武
蔵
守
於
長
久
手
秀
吉

公
の
為
に
雖
遂
忠
死
、
其
節
某
幼
少
た
る
に
依
て
本
知
金
山

ヲ
賜
ひ
、
信
州
四
郡

ハ
被
召
上
、
其
恨
幾
ク
そ
や
、
然
と
も

世
に
随
ひ
徒
に
年
月
ヲ
送
し
所
に
、
去
二
月
信
州
海
津
城
フ

家
康
公
よ
り
被
下
候
事

棒
磁
蔭
熱
り
莫
大
の
御
厚
恩
な
り
、

何
そ
此
恩
ヲ
忘
却
し
て
秀
頼
卿

二
属
セ
ん
事
其
謂
な
し
、
所

詮
羽
柴
フ
返
し
て
森
氏

二
か
へ
る
へ
し
と
て
、
此
節
源
姓
森

氏

二
復
セ
ら
る
、
此
湖
、
家
康
公
よ
り
御
持
筒
銀
飾
の
御
鉄

砲
二
丁
御
拝
領
被
成
候
也
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慶
彙
Ｉ
魔
子
年
入
片
六
．町
―
一石
Ｌ
〓
茂
．よ‐‐
ヶ
真
田
安
房
守
べ
一遣
候

書
簡
之
内

二
云

先
書

二
度
々
申
入
候
、
参
着
如
何
、
其
国

一
ヶ
国
の
仕
置
貴

殿
江
被
仰
付
旨
、
輝
元

・
秀
秋

・
増
右

・
長
大

・
徳
善
、
従

拙
者
可
申
達
旨
被
申
候
間
、
其
心
得

二
而
深
志

・
川
中
島

・

諏
訪

・
小
室

・
甲
州
迄
之
儀
者
、
成
程
弓
矢

二
而
も
御
才
覚

二
而
も
可
被
仰
付
候
、
何
も
上
方

二
妻
子
有
之
衆

二
而
候
間
、

不
可
及
異
儀
候
、
若
悪
意
之
方

ハ
押
而
成
敗
可
有
之
候
、
此

等
之
趣
各
相
談
之
上
被
申
定
候
間
、
其
旨
可
被
申
付
候
、
被

移
時
日
候
而
者
其
詮
有
間
敷
候
、
但
、
御
手

二
余
り
候
衆

ハ

此
方
江
可
承
侯
、
美
濃
衆
可
被
差
向
旨
議
定
候
、
羽
柴
右
近

儀
者
各
別
而
遺
恨
、
其
故

ハ
御
若
年
之
秀
頼
様

二
申
掠
新
知

拝
領
曲
事
と
の
被
仰
事

二
候
　
下
略

同
年
上
杉
景
勝
征
伐
之
節
、
忠
政
君
供
奉
関
東

二
趣
セ
ら
れ
、
此

節
の
御
書
為
御
見
廻
被
差
越
林
長
兵
衛
、
殊
、
太
刀
一
腰

・
馬
代
銀
弐

拾
枚

・
鶴
三
井
端
午
之
帷
子
五
生
絹
。
越
布
百
端

・
嘘
燭
五

”
に
）圧生
」
に
Ｉ
狂
群
町″
従
針
肝
た
帰
ど
ヽ
ま
■
鷲
歳

尽
存
候
、
然
者
其
元
御
仕
置
等
被
仰
付
、
弥
御
在
付
之
由
尤

二
存
候
、
将
又
其
以
来
久
敷
不
能
面
上
、
不
断
御
床
敷
存
計

候
、
猶
期
後
音
候
、
恐
々
謹
言

江
戸
中
納
言

五
月
九
日
　
　
　
　
　
秀
忠
　
御
判

羽
柴
右
近
殿
御
報

遠
路
被
入
御
念
、
御
懇
書
本
望
存
知
候
、
如
仰
今
度
為
御
見

廻
被
差
越
林
長
兵
衛
、
祝
着
之
至
候
、
将
又
会
津
之
事
先
書

二
も
如
申
入
候
、
伊
奈
図
書
頭
被
差
遣
候
所
、
景
勝
上
洛

ニ

被
相
定
候
由
候
間
、
右
之
使
者
罷
上
候
、
乍
去
京
都
之
様
子

い
ま
た
不
相
聞
候
付
、
不
能
細
筆
候
、
替
儀
候

ハ
ヽ
従
是
可

申
述
候
、
恐
々
謹
言
江
戸
中
納
言

五
月
十
八
日
　
　
　
　
秀
忠
　
御
判



θイ

羽
柴
右
近
殿
御
報

（
マ
マ
）

雖
無
差
儀
候
、　
一
書
令
啓
達
候
、
働
今
月
上
旬
内
府
可
為
下

国
旨
申
来
候
、
為
御
心
得
如
此
候
、
替
儀
も
候
者
重
而
可
申

入
侯
、
恐
々
謹
言
江
戸
中
納
言

六
月
朔
日

秀
忠
　
御
判

羽
柴
右
近
殿

御
宿
所

御
懇
札
本
望
之
至
候
、
角
而
今
度
会
津
表

へ
出
陣

二
付
而
、

委
細
承
仰
之
通
令
其
意
候
、
内
府
近
日
下
国
之
由
候
条
、
御

内
意
之
通
可
為
申
間
候
、
先
書

ニ
ハ
六
月
上
旬
与
申
入
候
キ
、

重
而
申
来
分

ハ
中
旬
之
由

二
候
、
猶
替
儀
候

ハ
ヽ
従
是
可
申

伸
候
、
恐
々
謹
言
江
戸
中
納
言

六
月
六
日

秀
忠
　
御
判

羽
柴
右
近
殿
御
返
報

態
以
飛
脚
申
入
候
、
働
内
府
今
月
十
六
日

二
大
坂
江
被
罷
出

候
由
申
来
候
、
近
々
可
為
下
着
候
、
猶
其
節
可
申
伸
候
間
、

令
省
略
候
、
恐
々
謹
言江
戸
中
納
言

六
月
十
八
日

秀
忠
　
御
判

羽
柴
右
近
殿
御
宿
所

御
折
零
令
披
見
候
、
働
昨
十

一
日
至
宇
津
宮
着
陣
之
由
御
太

儀
共

二
候
、
頓
而
其
元
江
参
以
面
可
申
候
条
、
令
省
略
候
、

恐
々
謹
言

七
月
十
二
日
　
　
家
康
　
御
判

川
中
島
侍
従
殿

θ5 森家先代実録

霙

一」一一メ

野」至‐‐‐‐‐馘

籠
る
の
由
上
聞

二
達
し
―
新
将
軍
黄
問
源
秀
忠
公
信
州
表
ヽ
御
進

発
、
御
供
衆
中

ニ
ハ

森
忠
政

離
馴
訓
中
　
　
　
　
石
川
玄
蕃
頭
三
長

綱
卯
鍬

仙
石
越
前
守
秀
久

調
卵
封
　
日
根
野
織
部
正
高
吉

調
用
珈

榊
原
式
部
太
輔
康
政
杜
媚
釧

大
久
保
相
模
守
忠
隣

劇
馴
掛
田

本
多
佐
渡
守
正
信
　
　
　
　
真
田
伊
豆
守
信
之

酒
井
兵
衛
大
夫
等

都
合
三
万
八
千
七
拾
騎
也

（
マ
マ
）

御
旗
本
前
後
左
右
段
々
の
御
備
也
、
然
る
に
東
国
御
先
衆
甲
り
雄

の
若
武
者
共
真
田
か
館

へ
取
詰
押
囲
ム
、
忠
政
君
御
進
発
之
刻
、

各
務
古
兵
庫
元
正

ハ
老
衰
し
て
大
病
故
、
息
兄
四
郎
兵
衛

二
久
之

丞
フ
添
、
弟
藤
兵
衛
に
吉
左
衛
門
ヲ
添
教
訓
し
て
日
、
真
田
か
城

上
田

へ
押
寄
る
に
お
ゐ
て
ハ
、
難
威
埴

ハ
聞
ゆ
る
武
将
也
、
猟
師

鉄
砲
馬
足
軽
と
云
事
有
り
、
深
ク
働
事
ヲ
慎

へ
し
、
敵
必
大
物
見

の
如
ク
騎
馬
三
十
騎
程
足
軽
フ
引
連

レ
、
味
方
の
備
の
横

へ
廻
り

て
小
セ
リ
合
フ
初
ム
ヘ
し
、
敵
彼
術
有
な
ら

ハ
、
兼
て
旗
本

二
騎

昨
日
到
古
河
令
着
陣
、
内
府
も
江
戸
を
十

一
日
被
致
出
馬
候

間
、
頓
雨
到
其
地
可
為
着
陣
候
、
何
事
も
面
上
可
申
伸
候
、

恐
々
謹
言

江
戸
中
納
言

七
月
十
二
日
　
　
　
　
秀
忠
　
御
判

羽
柴
右
近
殿
御
報

又
接籐
麓

『
鯰
綺
雛
候
、
管
眠
い

か
ヽ
候
哉
、
無
心
元
候
、
不
及
申
候
得
共
、
無
油
断
御
養
生

専

一
候
、
猶
重
而
可
申
入
候

七
月
十
五
日
　
　
秀
忠
　
御
判

羽
右
近
殿

同
年
八
月
十
九
日
、
信
州
上
田
鞠
子
城

二
真
田
安
房
守
昌
幸

，
息

左
衛
門
佐
昌
筒
、
石
田
三
成

二
組
し
天
下

二
対
し
野
心
ヲ
括
ミ
楯


